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青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
現
 

代
社
会
の
中
で
、
学
力
偏
重
の
 

風
潮
や
マ
ス
コ
ミ
の
一
部
有
害
 

情
報
の
は
ん
ら
ん
、
家
庭
や
地
 

域
の
教
育
力
の
低
下
な
ど
社
会
 

環
境
に
よ
る
も
の
（
客
観
的
環
 

境
）
と
、
青
少
年
自
身
と
友
人
 

親
、
地
域
の
大
人
等
が
相
互
に
 

関
係
し
合
う
人
間
関
係
（
主
観
 

的
環
境
）
を
重
視
し
、
環
境
の
 

浄
化
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
。
幸
い
、
当
町
民
会
議
に
は
 

青
少
年
に
関
わ
る
各
種
団
体
、
 

機
関
の
代
表
者
が
集
い
、
特
に
 

今
年
度
よ
り
、
田
川
警
察
署
委
 

嘱
の
防
犯
指
導
員
二
名
の
参
加
 

も
得
て
青
少
年
問
題
は
「
大
人
 

一
人
ひ
と
り
の
問
題
」
と
し
て
 

活
動
を
展
開
し
、
今
年
度
も
青
 

少
年
の
健
全
育
成
、
非
行
防
止
 

の
推
進
を
図
り
ま
す
。
 

具

体

的

活

動

内

容

 

①
青
少
年
健
全
育
成
大
会
 

12 

月
1

日
（
日
）
9
時
よ
り
 

・
小
、
中
学
生
の
作
文
発
表
 

・
保
育
所
の
現
状
報
告
 

ー
保
育
所
か
ら
見
た
家
庭
 

で
の
乳
幼
児
期
の
子
育
て
ー
 

「
青
少
年
の
健
全
育
成
」
 

講
演
会
（
講
師
未
定
）
 

②
広
報
誌
に
よ
る
積
極
的
な
啓
 

発
活
動
 

・
ふ
れ
あ
い
 

年
三
回
 

・
広
報
ほ
う
じ
ょ
う
年
一
回
 

③
青
少
年
健
全
育
成
キ
ャ
ン
ぺ
 

ー
ン
活
動
 

7
月
 13 

日
（
土
）
午
後
一
時
 

・
方
城
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

と
の
共
催
し
、
広
報
車
に
 

よ
る
啓
発
（
町
内
巡
回
）
 

福
祉
標
語
、
水
難
防
止
の
 

立
看
板
の
設
置
 

④
親
子
教
室
の
開
講
 

・
胎
児
期
か
ら
3
才
ま
で
の
 

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
 

子
育
て
教
室
、
人
間
と
し
 

て
大
切
な
「
情
緒
」
 

「感 

性
」
豊
か
な
子
ど
も
を
育
 

て
る
た
め
の
勉
強
会
 

⑤
「
あ
い
さ
つ
」
 
運
動
の
推
進
 

⑥
夏
休
み
街
頭
補
導
 

・
夜
間
（
午
後
9
時
5
5
回） 

（教育長） 会 長 
l 構成団体 組織図 

副会長 

 ノ方城町教育委員会、 
事務局ト社会教育係 ノ 

家庭教育部会 健全育成部会 広報部会 総務部会

学
識
経
験
者
 

父
親
代
表
 

保
育
所
 

町
婦
人
会
 

・
特
別
（
午
後
 10 

時
、
2
回） 

・
昼
間
（
午
後
1
時
、
7
回） 

・
町
内
の
巡
回
指
導
 

弁
城
小
学
校
教
師
 

伊
方
小
学
校
教
師
 

方
城
中
学
校
教
師
 

民
生
児
童
委
員
会
 

社
会
教
育
委
員
長
 

教
育
委
員
長
 

高
校
教
師
 

町
議
会
代
表
 

町
少
年
補
導
員
 

弁
城
小
学
校
長
 

伊
方
小
学
校
長
 

方
城
中
学
校
長
 

町
商
工
会
 

中
学
校
P
T
A
 

小
学
校
P
T
A
 

町
地
区
公
民
館
長
会
 

町
老
人
会
 

町
子
ど
も
育
成
会
 

町
体
育
協
会
 

防
犯
指
導
員
 

町
住
民
課
長
 

町
総
務
課
長
 

あ
い
さ
つ
運
動
に
こ
協
力
下
さ
い
ノ
・
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方
城
町
子
ど
も
会
 

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催
 

6
月
 30 

日
、
育
成
会
員
 15 

名
 

子
ど
も
 30 

名
が
参
加
し
て
、
方
 

城
町
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
 

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

永
末
先
生
の
話
し
は
わ
か
り
 

や
す
く
、
子
ど
も
会
と
子
ど
も
 

育
成
会
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
 

今
ま
で
の
子
ど
も
会
の
自
立
性
 

の
な
さ
に
気
づ
い
た
子
ど
も
も
 

い
ま
し
た
。
 

次
に
子
ど
も
会
の
情
報
交
換
 

も
、
町
の
行
事
以
外
の
各
地
区
 

【
子
ど
も
会
 

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
】
 

子
ど
も
会
の
あ
り
方
の
講
義
 

永
末
宏
之
先
生
 

子
ど
も
会
の
情
報
交
換
 

ハ
ン
ゴ
ー
炊
飯
の
準
備
 

焼
肉
の
準
備
 

昼
 

食
 

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導
法
 

田
川
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会
 

キ
ャ
ン
プ
の
も
ち
方
 

本
田
京
子
先
生
 

本
日
の
感
想
文
の
記
入
 

の
活
動
状
況
を
知
り
、
参
考
に
 

な
っ
た
よ
う
で
す
。
 

昼
食
の
ハ
ン
ゴ
ー
炊
飯
の
準
 

備
、
焼
肉
の
準
備
の
時
は
子
ど
 

も
の
眼
の
色
が
い
き
い
き
と
し
 

主
と
な
っ
て
野
菜
を
切
り
、
後
 

片
づ
け
を
き
ち
ん
と
し
て
い
る
 

子
ど
も
達
を
見
て
、
た
の
も
し
 

さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

午
後
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
 

に
な
る
と
、
六
人
の
田
川
レ
ク
 

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
女
性
が
 

か
わ
る
が
わ
る
の
指
導
に
子
ど
 

も
は
皆
よ
ろ
こ
ん
で
参
加
し
て
 

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
生
き
 

生
き
と
し
た
子
ど
も
達
を
見
る
 

と
き
、
今
回
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
 

は
成
功
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

参
加
し
た
育
成
会
の
方
と
子
 

ど
も
た
ち
の
感
想
文
で
す
。
 

田
中
 
真
由
美
 

永
末
先
生
が
子
ど
も
会
の
あ
 

り
か
た
の
講
義
で
子
ど
も
会
に
 

な
ぜ
会
長
が
い
る
の
か
と
思
っ
 

て
ま
し
た
が
、
子
ど
も
だ
け
で
 

お
父
ざ
ん
 

ス
キ
ン
ン
ッ
フ
 

沿
母
き
ん
 

し
て
ま
す
か
？
 

方
城
町
で
は
過
去
3
年
間
「
 

0
才
期
か
ら
の
心
豊
か
な
子
育
 

て
」
と
題
し
て
、
親
子
教
室
を
 

開
設
し
て
き
ま
し
た
。
0
才
期
 

の
子
育
て
が
、
そ
の
子
の
一
生
 

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
 

又
、
胎
内
に
い
る
時
か
ら
赤
ち
 

ゃ
ん
は
、
い
ろ
ん
な
能
力
を
身
 

に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
解
っ
て
 

お
り
ま
す
。
従
っ
て
人
間
は
母
 

親
の
胎
内
か
ら
出
発
し
、
人
格
 

を
形
成
し
て
行
く
の
で
す
。
 

核
家
族
化
し
、
子
供
の
出
生
 

率
も
低
下
し
て
い
る
昨
今
は
、
 

必
要
以
上
に
子
供
の
面
倒
を
見
、
 

過
保
護
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
 

が、 

一
方
で
は
、
し
つ
け
る
べ
 

き
所
を
し
つ
け
ず
放
任
す
る
、
 

「
放
任
的
過
保
護
」
型
で
育
っ
 

た
子
供
も
目
立
っ
て
い
ま
す
。
 

方
城
町
で
も
同
じ
よ
う
な
傾
 

向
が
見
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
 

大
切
な
幼
児
期
の
前
半
（
1
才
 

、
3
才
）
ま
で
に
、
 

「
自
立
心
」
 

「
基
本
的
な
し
つ
け
」
を
、
後
 

半
に
か
け
て
は
、
正
し
い
生
活
 

習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
 

う
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
方
 

に
次
の
質
問
を
さ
せ
て
頂
き
ま
 

す
。
又
、
お
願
い
で
も
あ
り
ま
 

す
。
読
ま
れ
た
う
え
今
一
度
振
 

り
返
っ
て
み
て
下
さ
い
。
 

あ
な
た
の
子
ど
も
さ
ん
は
 

①
早
く
起
き
て
い
ま
す
か
。
 

（
遅
く
て
も
7
時
に
は
起
床
）
 

②
挨
拶
が
で
き
て
い
ま
す
か
。
 

（
お
早
よ
う
、
あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
す
。
等
々
）
 

③
朝
、
昼
、
晩
の
食
事
は
き
ち
 

ん
と
し
て
い
ま
す
か
。
 

（
特
に
朝
食
は
大
事
で
す
。
）
 

④
早
く
一
人
で
寝
て
い
ま
す
か
。
 

（
大
人
と
一
緒
に
遅
く
な
っ
 

て
は
い
ま
せ
ん
か
。
）
 

⑤
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
し
ま
 

す
か
。
 

（
子
ど
も
に
す
れ
ば
、
 

で
き
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
 

手
助
け
は
無
気
力
な
人
間
を
 

つ
く
り
ま
す
。
）
 

⑥
テ
レ
ビ
や
フ
ァ
ミ
コ
ン
に
子
 

育
て
を
さ
せ
て
は
い
ま
せ
ん
 

か。 

た
の
し
む
そ
れ
を
会
長
が
計
画
 

を
立
て
る
子
ど
も
会
は
い
い
な
 

な
ん
て
思
い
ま
し
た
。
 

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
 

ダ
ン
ス
、
ゲ
ー
ム
、
す
ご
く
た
 

の
し
か
っ
た
。
わ
た
し
た
ち
の
 

子
ど
も
会
で
も
少
し
で
も
し
た
 

い
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
し
て
 

ハ
ン
ゴ
ー
炊
飯
の
準
備
で
は
、
 

小
学
生
が
ほ
う
ち
ょ
う
を
使
っ
 

て
い
る
の
を
見
て
い
て
、
こ
わ
 

か
っ
た
。
焼
肉
と
ご
は
ん
が
、
 

す
ご
く
お
い
し
か
っ
た
。
 

（
育
成
会
）
 

月
島
 
恒
子
 

子
供
会
と
育
成
会
の
違
い
を
 

考
え
て
行
動
し
て
い
ず
、
親
が
 

主
に
な
っ
て
子
ど
も
会
を
持
っ
 

て
い
ま
し
た
。
今
日
の
永
末
先
 

生
の
お
話
か
ら
子
供
達
に
主
に
 

な
っ
て
動
い
て
も
ら
い
た
い
と
 

思
い
ま
す
が
、
実
際
の
上
で
出
 

来
る
か
な
と
思
案
し
て
い
ま
す
。
 

ハ
ン
ゴ
ー
炊
飯
、
焼
肉
の
準
 

備
は
子
供
達
が
主
に
な
り
材
料
 

を
切
り
後
片
づ
け
も
き
ち
ん
と
 

し
て
い
る
の
を
み
ま
し
て
、
遊
 

び
だ
け
で
な
く
、
最
後
の
片
付
 

け
も
き
ち
ん
と
す
る
事
を
地
元
 

の
子
供
会
の
子
供
達
に
も
さ
せ
 

た
い
と
思
い
ま
す
。
レ
ク
の
遊
 

び
は
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
参
 

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
 

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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月や星を眺めながら 広い広い宇宙を 

体で感じてみませんか！ 

因⑧⑧⑧⑩⑩ 
⑥⑤⑩⑤⑧ う

ち
ゅ
う
の
神
秘
（
し
ん
ぴ
）
を
2

回
に
わ
た
っ
て
、
 

楽
し
く
、
わ
か
り
や
す
く
か
い
せ
つ
し
ま
す
。
 

第
1

回
 

7
月
 13 

日
田
 

午
後
7
時
 30 

分
 

お
話
と
観
測
（
か
ん
そ
く
）
 

講
師
 
重
富
義
明
先
生
 

主
催
 
方
城
町
教
育
委
員
会
 

第
2
回
 

・
7
月
 21 

日
旧
 

・
午
後
8
時
 

・
講
師
 

県
青
少
年
科
学
館
職
 

員
 

・
主
催
 

福
岡
県
青
少
年
科
学
 

館
 

い
ず
れ
も
弁
城
小
学
校
グ
ラ
ン
 

ド
（
雨
天
の
場
合
は
多
目
的
ホ
 

ー

ル

）

 

対
象
者
小
学
生
以
上
（
た
だ
し
 

小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
 

参
加
料
は
無
料
 

申
込
み
は
当
日
直
接
会
場
へ
 

※
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
 

し
て
い
ま
す
。
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星
座
解
説
・
天
体
望
遠
鏡
に
 

よ
る
月
、
惑
星
・
星
雲
・
星
 

団
の
観
測
な
ど
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⑦
自
然
の
中
で
伸
び
伸
び
と
遊
 

ば
せ
て
い
ま
す
か
。
 

（
親
子
で
の
山
、
川
、
海
等
 

で
ふ
れ
あ
い
を
）
 

⑧
好
き
嫌
い
は
し
て
い
ま
せ
ん
 

か。 

（
お
母
さ
ん
の
手
づ
く
 

り
料
理
を
た
く
さ
ん
食
べ
さ
 

せ
て
下
さ
い
。
イ
ン
ス
タ
ン
 

ト
や
添
加
物
の
多
い
食
品
は
 

避
け
ま
し
ょ
う
。
）
 

⑨
親
子
の
対
話
を
し
て
い
ま
す
 

か。 

（
絵
本
を
た
く
さ
ん
読
 

み
き
か
せ
て
下
さ
い
。
）
 

⑩
衣
類
や
身
体
は
常
に
清
潔
に
 

し
て
い
ま
す
か
。
 

⑩
子
ど
も
の
行
動
に
は
、
常
に
 

目
を
向
け
て
い
ま
す
か
。
 

等
々
た
く
さ
ん
あ
げ
て
み
ま
し
 

た
が
、
ま
だ
ま
だ
、
家
庭
の
中
 

で
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
 

は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

子
育
て
は
、
お
母
さ
ん
だ
け
で
 

は
あ
り
ま
せ
ん
。
両
親
の
方
が
 

力
を
合
わ
せ
ー
つ
に
な
っ
て
こ
 

そ
立
派
な
子
ど
も
が
育
つ
の
で
 

す
。
将
来
あ
る
子
ど
も
の
た
め
 

に
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
頑
 

張
っ
て
下
さ
い
。
 r轟
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本
年
度
の
成
人
式
を
例
年
通
 

り
8
月
 15 

日
（
木
）
方
城
町
中
 

央
公
民
館
で
行
な
い
ま
す
。
 

た
だ
い
ま
、
駐
在
員
さ
ん
を
 

通
じ
て
、
成
人
該
当
者
の
調
査
 

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
町
外
に
 

就
職
さ
れ
、
盆
に
帰
省
さ
れ
る
 

方
、
又
転
入
し
て
来
ら
れ
た
方
 

及
び
そ
の
見
込
み
の
方
は
、
駐
 

在
員
さ
ん
に
届
出
て
下
さ
い
。
 

尚
、
成
人
該
当
者
資
格
は
、
 

昭
和
 46 

年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
 

47 

年
4

月
1

日
ま
で
に
生
れ
た
 

者
で
、
町
内
在
住
者
（
式
当
日
 

麟
 

参
加
で
き
る
町
外
就
職
者
を
含
 

む
。
）
で
す
。
 

夏
の
成
人
式
は
昭
和
 44 

年
度
 

よ
り
行
わ
れ
、
参
加
者
の
服
装
 

の
簡
素
化
や
盆
帰
省
者
も
含
め
 

て
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
と
企
 

画
し
て
い
ま
す
。
 
一
生
に
一
度
 

の
そ
し
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
 

へ
の
節
目
の
行
事
で
す
。
多
数
 

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
 

す。 
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⑥

行

事

予

定

（

7

月

、

9

月
分
）
 

A
入
v
A
o
r
v
血
O
v
A
Y
6
A
v
◇
A
Y
・O
・AY
◇‘O
・・O
入
1
O
A
Y
A
v
人
y
A
v
A
Y
・Ow
◆
A
v
I
一
n
v
'
O
v
6
l
v
6
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◇
‘
・
6
v
人vAOrOY 

★
7
月
 13 

日
 

青
少
年
育
成
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
町
内
・
 
13 

時
 30 

分） 

★
7
月
 13 

日
 

第
一
回
天
体
教
室
（
弁
城
小
学
校
・
 
19 

時
 30 

分） 

★
7
月
 22 

日
、
 26 

日
・
水
泳
教
室
（
伊
方
小
学
校
・
 
10 

時
・
 
14 

時） 

★
7
月
 21 

日
 

★
7

月
 21 

日
 

★
8
月
4

日
 

★
8
月
 15 

日
 

★
8
月
 18 

日
 

★
8
月
 25 

日
 

★
9
月
8

日
 

同
和
問
題
講
演
会
（
町
民
体
育
館
・
9
時
 40 

分） 

第
二
回
天
体
教
室
（
弁
城
小
学
校
 
20 

時） 

子
ど
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
8
時） 

成
人
式
 

（
中
央
公
民
館
・
 
10 

時） 

郡
子
ど
も
親
善
ス
ポ
ー
ッ
大
会
（
方
城
町
会
場
）
 

町
民
囲
碁
大
会
予
定
（
中
央
公
民
館
・
 
10 

時） 

町
民
運
動
会
（
町
民
グ
ラ
ン
ド
・
8
時
 30 

分） 

★
プ
ー
ル
開
放
1
7
月
 22 

日
5
8
月
 12 

日
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《《《町民憲章の募集について 《《《 

第166 号 ●つ よ
 

じ
 

●つ ほ
 

昭和31年8月1日方城町が誕生以来、今年で35年になります。 

現在、今年度末の財政再建の完了を期して、まちづくりの指針であ 

る第2 次方城町総合計画の作成に取り組んでおります。 

これと併せて、方城町に住んでいることを誇りに思えるようなま 

ちづくりのために、町民に親まれ、本町の特色ある「町民憲章」 を 

制定することになりました。 

あなたのご意見（草案）を是非お寄せください。 

町民憲章の構成は5項目（①自然、②教育・文化、③健康、④人権 

・福祉、⑤生活環境に関すること） といたします。 

なお、近隣市町の憲章を総務課に用意しておりますので、作成の 

参考にしてください。 

学
校
行
事
の
紹
介
？
 

り
り
り
り
り
 
三
校
の
取
り
組
み
か
ら
ロ
ロ
ロ
ロ
 

春
の
体
育
会
 

弁
城
小
学
校
 

今
年
も
5

月
 18 

日
に
弁
城
小
 

学
校
で
は
春
の
体
育
会
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
秋
に
も
体
育
会
は
 

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
春
の
体
育
 

会
で
は
、
入
学
間
も
な
い
一
年
 

生
が
上
級
生
と
い
っ
し
ょ
に
行
 

進
し
た
り
、
競
技
し
た
り
す
る
 

こ
と
に
よ
り
、
学
校
生
活
に
慣
 

れ
親
し
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
 

て
い
ま
す
。
 

競
技
の
中
身
は
、
か
け
っ
こ
 

競
争
遊
技
、
玉
入
れ
、
綱
引
き
 

等
秋
の
体
育
会
さ
な
が
ら
で
し
 

た。 

一
年
生
の
競
走
遊
技
は
、
 

「
一
年
生
号
発
車
ノ
こ
 
と
い
う
 

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
汽
車
に
み
た
て
 

て
男
女
で
引
っ
ぱ
る
と
い
う
も
 

の
で
す
。
自
分
と
か
わ
ら
な
い
 

く
ら
い
大
き
な
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
 

を、 

一
生
懸
命
ひ
っ
ぱ
っ
て
走
 

っ
て
い
る
姿
が
と
て
も
か
わ
い
 

ら
し
く
、
た
く
ま
し
く
も
思
え
 

ま
し
た
。
他
の
学
年
も
み
ん
な
 

で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
あ
っ
て
作
 

っ
た
競
技
で
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
 

ク
な
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
 

こ
の
春
の
体
育
会
で
の
楽
し
 

い
経
験
は
、
保
護
者
と
子
ど
も
 

た
ち
が
一
体
と
な
っ
た
弁
城
小
 

学
校
独
自
の
秋
の
体
育
会
へ
き
 

っ
と
つ
な
が
る
こ
と
と
思
い
ま
 

す。 花
い
っ
ぱ
い
ク
ラ
ブ
 

方
城
中
学
校
 

方
城
中
学
校
の
必
須
ク
ラ
ブ
 

に
 
「
花
い
っ
ぱ
い
」
ク
ラ
ブ
が
 

今
年
誕
生
し
生
徒
達
が
頑
張
っ
 

て
い
ま
す
。
 

中
学
校
で
は
過
去
、
花
壇
な
 

ど
で
花
を
育
て
て
い
ま
し
た
が
 

★
募
集
期
間
 

平
成
3
年
8
月
1

日
、
 

9
月
 30 

日
 

★
送
付
先
 

方
城
町
役
場
総
務
課
 

※
採
用
分
に
つ
い
て
は
、
表
彰
 

い
た
し
ま
す
。
 

「 音坦 旦コ〒わ 言典 人 人 n、 中 l7 プ〒 1 

! ・

町

民

憲

章

と

は

 

わ
た
し
た
ち
の
住
ん
で
い
る
 

方
城
町
は
緑
豊
か
な
自
然
環
境
 

に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。
 

方
城
町
を
明
る
く
住
み
よ
い
 

ま
ち
に
す
る
こ
と
は
、
だ
れ
も
 

の
願
い
で
す
。
 

こ
の
た
め
、
わ
た
し
た
ち
一
 

人
ひ
と
り
が
き
ま
り
を
守
り
、
 

人
を
尊
び
、
郷
土
を
愛
す
る
意
 

識
を
も
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
が
ら
を
、
だ
 

れ
に
で
も
わ
か
り
や
す
く
、
実
 

行
し
や
す
い
目
標
と
し
て
、
平
 

易
な
文
章
に
し
、
生
活
信
条
を
 

規
範
と
し
た
も
の
が
〔
町
民
憲
 

章
〕
で
す
。
 

L._._―己＝＝二一とー二一二二一＝ー一一―」 

い
つ
の
間
に
か
下
火
に
な
り
、
 

今
で
は
、
校
長
、
教
頭
が
中
心
 

と
な
っ
て
管
理
し
て
い
る
樹
木
 

以
外
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
 

な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年
赴
任
 

さ
れ
た
教
師
の
中
か
ら
も
「
中
 

学
校
に
は
花
が
少
な
い
」
と
の
 

声
も
聞
か
れ
、
生
徒
の
情
操
を
 

育
て
る
と
同
時
に
、
学
校
の
環
 

境
づ
く
り
に
も
な
る
と
い
う
こ
 

と
か
ら
新
た
に
生
徒
に
希
望
を
 

と
っ
た
と
こ
ろ
、
生
徒
も
そ
れ
 

に
応
じ
ク
ラ
ブ
発
足
と
な
り
ま
 

し
た
。
 

幸
い
な
こ
と
に
、
校
長
を
は
 

じ
め
園
芸
に
詳
し
い
教
師
が
多
 

く
、
今
後
の
活
動
に
期
待
が
よ
 

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

部
長
 
山
北
利
文
 

ま
ず
六
月
に
古
い
花
壇
を
耕
 

し
、
サ
ル
ビ
ア
の
苗
を
百
本
移
 

植
し
ま
し
た
。
次
に
、
朝
顔
と
 

コ
ス
モ
ス
の
種
を
ま
き
、
芽
が
 

出
た
と
こ
ろ
で
朝
顔
は
鉢
植
え
 

に、 

コ
ス
モ
ス
は
学
校
の
ま
わ
 

り
に
移
植
す
る
こ
と
に
し
て
い
 

ま
す
。
ま
だ
始
め
た
ば
か
り
で
 

思
っ
た
よ
り
大
変
な
事
ば
か
り
 

で
す
が
、
花
が
い
っ
ぱ
い
の
よ
 

り
良
い
学
校
に
す
る
た
め
に
み
 

ん
な
協
力
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
 

●
高
齢
者
も
加
H
餌
同
引
力
で
い
ま
す
 

I
'L
“
坊
ク
刀
？
坊
〉
力
〉
"
？
・
力
”
」
〉
L
リ
h
7
 

日
本
生
涯
教
育
学
会
の
九
州
 

地
区
生
涯
学
習
実
践
研
究
交
流
 

会
が
5
月
 18 

、 
19 

日
、
福
岡
県
 

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
 

か
れ
ま
し
た
。
 

福
岡
県
を
代
表
し
て
、
方
城
 

町
の
高
齢
者
の
社
会
参
加
、
仲
 

間
づ
く
り
の
事
例
発
表
が
あ
り
、
 

高
齢
者
教
育
促
進
会
議
の
石
橋
 

勝
己
会
長
さ
ん
が
、
 

「
ふ
る
さ
 

と
お
こ
し
実
態
調
査
の
取
り
組
 

み
ー
方
城
か
た
り
べ
活
動
」
の
 

発
表
を
九
州
各
県
の
社
会
教
育
 

関
係
者
二
百
名
近
い
人
た
ち
の
 

前
で
行
な
い
ま
し
た
。
 

〇
文
化
財
愛
護
、
藤
寺
の
藤
の
 

花
が
ら
つ
み
 

〇
小
学
生
な
ど
三
世
代
交
流
を
 

目
ざ
し
た
伝
承
遊
具
づ
く
り
 

な
ど
を
進
め
て
い
る
こ
と
や
、
 

ふ
る
さ
と
お
こ
し
実
態
調
査
に
 

取
り
組
み
、
方
城
町
の
伝
統
・
 

文
化
の
掘
り
お
こ
し
を
行
な
い
 

次
の
世
代
の
人
た
ち
に
の
こ
し
 

た
い
と
い
う
こ
と
で
、
民
話
、
 

伝
説
、
史
跡
の
他
、
炭
鉱
の
生
 

活
史
、
昔
の
遊
び
、
農
民
の
娯
 

楽
な
ど
を
小
冊
子
「
方
城
か
た
 

す
。
花
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
 

ら
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
 

親
子
で
学
ぶ
性
教
育
 

伊
方
小
学
校
 

子
ど
も
達
の
身
体
の
発
達
に
 

加
速
化
現
象
が
み
ら
れ
そ
れ
に
 

あ
わ
せ
て
子
ど
も
達
は
低
学
年
 

か
ら
性
に
対
す
る
強
い
関
心
を
 

も
ち
始
め
て
い
る
。
ま
た
性
の
 

情
報
の
は
ん
ら
ん
に
よ
り
興
味
 

本
位
の
知
識
が
先
行
し
ゆ
が
ん
 

だ
か
た
ち
で
子
ど
も
達
は
性
を
 

と
ら
え
て
い
る
。
そ
こ
で
本
校
 

で
は
、
体
と
心
の
発
達
に
お
け
 

る
男
女
の
ち
が
い
を
正
し
く
理
 

解
さ
せ
男
女
が
お
互
い
に
そ
の
 

特
性
と
役
割
を
認
め
合
い
信
頼
 

と
尊
敬
、
平
等
と
協
力
の
人
間
 

関
係
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
ざ
 

し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
性
の
 

り
べ
」
 
と
し
て
発
行
し
た
経
過
 

や
そ
れ
に
と
も
な
う
成
果
な
ど
 

を
発
表
し
、
方
城
町
e
高
齢
者
 

の
人
た
ち
が
現
在
取
り
組
ん
で
 

い
る
地
道
な
活
動
が
、
会
場
に
 

つ
め
か
け
た
参
加
者
の
大
き
な
 

反
響
を
よ
び
ま
し
た
。
 

又
、
こ
う
し
た
文
化
遺
産
は
 

先
祖
が
守
り
、
育
て
た
大
切
な
 

町
民
共
通
の
財
産
だ
と
思
い
ま
 

す。 高
齢
者
の
方
た
ち
の
み
で
は
 

な
く
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
 

力
に
よ
っ
て
、
文
化
財
、
史
跡
 

や
郷
土
芸
能
の
保
存
に
努
め
て
 

い
き
た
い
も
の
で
す
。
 

教
育
の
実
践
に
つ
と
め
て
い
る
。
 

性
教
育
は
家
庭
と
の
連
携
を
 

密
に
し
相
互
か
ら
の
指
導
が
大
 

切
で
あ
る
。
取
り
く
み
の
ー
つ
 

と
し
て
学
校
参
観
日
に
親
子
で
 

ビ
デ
オ
鑑
賞
を
し
て
学
校
の
性
 

に
関
す
る
教
育
の
進
め
方
や
内
 

容
を
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
。
 

ビ
デ
オ
を
み
て
ー
親
の
声
ー
 

⑨
家
庭
で
性
教
育
の
こ
と
等
話
 

す
機
会
が
も
て
な
か
っ
た
が
早
 

速
み
ん
な
で
話
を
し
た
。
 

⑨
今
ま
で
に
何
度
か
色
々
な
経
 

験
を
も
と
に
子
ど
も
に
話
を
し
 

た
こ
と
が
あ
る
が
学
校
の
援
業
 

の
中
で
わ
か
り
や
す
い
ビ
デ
オ
 

を
見
な
が
ら
勉
強
で
き
大
変
よ
 

か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
親
子
で
 

話
を
し
理
解
を
深
め
た
い
。
 

⑨
物
事
を
ま
っ
す
ぐ
に
み
て
い
 

く
低
学
年
の
内
か
ら
、
正
し
い
 

事
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
 

感
謝
し
て
い
る
。
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シンナー乱用を防ぐには地域や 

販売店の方々の協力が必要です。 
・：・：く・：◆：・ 

中 地域では 

・日頃から思いやりのある声かけを心掛けましょう。 

空き地、空き家など乱用の場所になりやすいところの 

点検をしましょう。 

・少年がシンナー等を乱用しているのを見かけたら、警 

察へ届けましょう。 

. 

『ヲ・業者の方々は 

・子供がシンナー等を買いに来たら、必ず使いみちを尋 

ねるようにしましょう。 

陳列場所は、店の人の目の届くところにしましょう。 

・業務上、シンナー類を使用するときは、保管を厳重に 

しましょう。 

・一予防と対策 

☆子供を孤立化させないこと 

☆過度の放任主義は危険 

☆学校との連絡を密に 

☆保護者自身も薬物の知識を 

シンナー等乱用少年の特徴と弊害 

ビニール袋を持ち歩く シンナー臭がする 接着剤を持ち歩く 

海へ転落 
死亡 

交通事故 

愛 

を
死
 

量
急
 

ニ
ノ
n
ノ 

吸
誤
 

！頭痛、吐き気、鼻血、鼻汁 

・ズル休み、乱暴 

・食欲不振、体重減少 

常用すると 

l 
成長抑制、内臓障害、精神障害、貧血 

l 
テンカン精神障害、廃人化、死亡 
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◇

下

田

川

少

年

非

行

防

止

 

対

策

連

絡

会

結

成

 

近
年
、
非
行
の
低
年
齢
化
、
 

下
田
川
少
年
非
行
防
止
対
策
連
 

粗
暴
化
、
広
域
化
が
云
わ
れ
る
 

絡
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
 

中
、
方
城
、
糸
田
、
金
田
、
赤
 

池
の
下
田
川
四
ケ
町
が
、
広
域
 

共
同
活
動
の
中
で
、
 

少
年
の
健
全
育
成
、
非
行
防
 

止
の
た
め
の
情
報
交
換
、
指
導
 

方
法
等
研
修
会
、
社
会
環
境
の
 

浄
化
の
た
め
の
活
動
等
を
目
的
 

と
し
て
、
去
る
6
月
 27 

日
、
糸
 

田
町
文
化
福
祉
総
合
会
館
で
、
 

結
成
会
で
は
、
提
唱
者
あ
い
 

さ
つ
（
室
喜
三
郎
糸
田
町
青
少
 

年
育
成
推
進
会
議
会
長
）
の
あ
 

と
来
賓
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
田
 

川
警
察
署
の
北
村
防
犯
課
長
が
 

田
川
の
少
年
非
行
の
特
徴
と
し
 

て
、
特
定
の
子
ど
も
の
く
り
か
 

え
し
の
非
行
や
非
行
が
潜
在
化
 

功
妙
化
し
、
事
実
を
否
定
し
、
 

隠
そ
う
と
す
る
。
又
、
非
行
を
 

正
当
化
し
よ
う
と
す
る
保
護
者
 

が
い
る
等
、
大
人
社
会
に
問
題
 

が
多
い
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
 

続
い
て
、
県
民
会
議
田
川
地
区
 

協
議
会
原
宗
一
会
長
、
長
谷
川
 

糸
田
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
中
に
 

も
、
田
川
が
一
体
と
な
っ
て
、
 

健
全
育
成
、
非
行
防
止
に
関
わ
 

る
、
情
報
交
換
、
研
修
会
等
の
 

成
果
を
期
待
す
る
旨
の
あ
い
さ
 

つ
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
、
会
則
 

事
業
計
画
、
予
算
、
役
員
の
選
 

出
を
審
議
し
決
定
し
た
。
 

役
員
並
び
に
事
業
計
画
は
次
 

の
と
お
り
。
 

会
 
長
 
谷
口
 

正
（
糸
田
町
）
 

副
会
長
 
中
村
良
一
 

（
方
城
町
）
 

柴
田
鉄
男
（
金
田
町
）
 

日
野
茂
春
（
赤
池
町
）
 

理
事
各
町
2
名
、
監
事
2
名、 

代
表
委
員
は
少
年
補
導
員
、
小
 

中
学
教
師
、
P
T
A
、
婦
人
会
、
 

子
ど
も
育
成
会
、
 

防
犯
委
員
、
民
生
 

委
員
等
代
表
 10 

名
 

、
 12 

名
 

◇
事
業
計
画
◇
 

6
月
 
連
絡
会
議
発
会
式
 

7
、
9
月
 
連
絡
会
議
 

8
月
 
共
同
街
頭
巡
回
指
導
 

10 

月
 
研
修
会
 

10 

、
 12 

月
 
連
絡
会
議
 

12 

月
 
共
同
街
頭
巡
回
指
導
 

1
、
3
月
 
連
絡
会
議
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